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四
国
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練
が
５
月

29
、
30
日
の
日
程
で
大
洲
市
河

辺
町
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
を
会

場
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

三
十
年
前
こ
の
脱
藩
の
道
が

開
通
し
た
際
、
案
内
板
設
置
を

依
頼
さ
れ
て
以
来
過
去
四
度
実

施
し
て
い
る
現
場
で
す
。
責
任

者
が
人
事
異
動
で
変
わ
る
の
で

難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
訓
練

を
続
け
る
事
で
信
頼
し
て
頂
き
、

喜
ん
で
頂
け
て
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
訓
練

と
い
う
こ
と
で
百
人
規
模
と
な

り
ま
す
の
で
作
業
、
宿
泊
、
食

事
に
は
気
を
使
い
ま
し
た
。
作

業
は
下
見
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね

る
こ
と
で
複
数
の
現
場
を
用
意

し
て
頂
き
、
宿
泊
も
当
初
人
数

を
こ
な
せ
る
テ
ン
ト
泊
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
猪
な
ど
の
害

獣
の
危
険
性
が
あ
る
の
で
全
館

貸
し
切
り
の
館
内
泊
を
提
案
し

て
頂
き
ま
し
た
。
食
事
も
地
区

の
避
難
所
の
施
設
を
お
借
り
し
、

婦
人
会
に
も
お
手
伝
い
頂
く
こ

と
で
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。

作
業
内
容
は
五
班
に
分
か
れ

て
土
留
め
枕
木
設
置
草
刈
り
、

橋
の
補
修
、
階
段
設
置
、
枯
れ

木
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。
作
業

の
成
果
は
勿
論
で
す
が
、
今
回

の
訓
練
に
よ
り
他
教
区
と
の
連

携
を
一
層
深
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

参
加
数
は
愛
媛
55
名
、
徳
島

14
名
、
高
知
12
名
、
香
川
９
名
、

婦
人
会
14
名
の
合
計
104
名
で
し

た
。ご

協
力
頂
い
た
皆
様
に
は
心

よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

災
救
隊
隊
長

加
藤
和
哉
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５
月
14
日

新
入
生
歓
迎
会
が

あ
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
委
員
長
に
な
っ

て
初
め
て
の
新
歓
で
し
た
。
昨
年

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
新
歓
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
の
新
歓

で
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
て

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
日
は
じ
め
ま
し
て
と
は
思
え

な
い
よ
う
な
感
じ
で
、
み
ん
な
打

ち
解
け
て
い
ま
し
た
。

Ｂ
Ｂ
Ｑ
で
は
食
材
を
切
っ
た
り

焼
い
た
り
す
る
作
業
を
率
先
し
て

や
っ
て
い
て
、
高
校
生
た
ち
と
話

し
な
が
ら
食
べ
る
お
肉
は
す
ご
く

美
味
し
か
っ
た
で
す
。

ま
だ
マ
ス
ク
を
つ
け
て
に
は
な
っ

て
い
ま
す
が
、
い
つ
か
は
マ
ス
ク

無
し
で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ゲ
ー
ム
は
す
ご
く
盛
り

上
が
っ
て
い
て
、
よ
り
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
出
来
て
い
た
の
で
、
次
か
ら

も
み
ん
な
で
ひ
と
つ
の
事
を
な
に

か
す
る
ゲ
ー
ム
が
良
い
の
か
も
と

感
じ
ま
し
た
。

今
年
か
ら
、
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が

え
り
も
あ
る
の
で
、
日
常
が
戻
っ

て
き
て
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。

去
年
で
き
な
か
っ
た
行
事
を
今

年
は
取
り
返
す
よ
う
に
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
！

愛
媛
教
区
学
生
会
委
員
長

佐
々
木

光

愛
媛
教
区
の
教
祖
百
四
十
年
祭

年
祭
活
動
目
標
の
一
つ
で
あ
る

「
全
支
部
で
『
み
お
し
え
学
習
会
』

を
毎
年
一
回
開
催
す
る
」
の
皮
切

り
と
し
て
、
今
治
支
部
で
は
愛
媛

教
区
内
の
先
陣
切
っ
て
、
６
月
11

日
、
愛
木
分
教
会
に
於
い
て
、
参

加
者
14
名
の
中
、
開
催
し
ま
し
た
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行
役
）

に
は
、
昨
年
、
一
昨
年
と
教
区
で

開
催
さ
れ
た
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

研
修
会
」
を
受
講
し
た
波
止
浜
分

教
会
長

赤
瀬
文
教
氏
が
担
当
し

ま
し
た
が
、
綿
密
な
下
準
備
と
リ

ハ
ー
サ
ル
の
元
、
最
初
の
開
講
か

ら
参
加
者
の
心
を
ほ
ぐ
し
て
く
だ

さ
り
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気

の
中
、
十
全
の
守
護
を
勉
強
し
ま

し
た
。

【
参
加
者
の
声
】

・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
、
時

折
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
十
全
の
守
護
を
解

説
し
て
く
れ
る
の
で
振
り
返
り
や

す
く
、
理
解
が
で
き
た
。
（
40
代

女
性
）

・
自
分
の
身
体
が
自
由
に
使
え
る

の
も
、
親
神
様
の
十
全
の
御
守
護

と
感
じ
ら
れ
た
。
（
50
代
女
性
）

・
今
ま
で
十
全
の
守
護
に
対
し
て
、

感
じ
ら
れ
る
心
が
鈍
感
で
あ
っ
た

こ
と
に
気
付
い
た
。
（
60
代
男
性
）

・
ド
キ
ド
キ
し
た
。
十
全
の
守
護

を
上
手
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
改

め
て
勉
強
し
た
い
。
（
50
代
男
性
）

・
こ
の
み
お
し
え
学
習
会
に
参
加

で
き
、
心
が
ワ
ク
ワ
ク
し
勇
め
た
。

自
分
の
意
見
を
発
表
で
き
る
の
で

新
鮮
で
も
あ
っ
た
。
次
の
機
会
も

参
加
し
た
い
。
（
60
代
女
性
）

・
生
活
の
身
近
な
と
こ
ろ
に
十
全

の
守
護
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
た

め
の
訓
練
と
な
っ
た
。
（
60
代
男

性
）
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７
月
月
次
祭

添
乗
担
当
者

清
水

眞
一

０
９
０

７
５
７
３

０
５
５
１

高
速
バ
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携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

８
月
月
次
祭

添
乗
担
当
者

釣
井

政
輝

０
９
０

１
１
７
２

３
６
２
６

６
月
お
運
び
分

▽
任
命
願

小
冨
士
分
教
会
（
伊
野
）

津
口
秀
雄
氏
出
直
し
の
為
、

津
口
洋
明
氏
へ
変
更

【
法
人
関
係
諸
願
書
届
】

大
媛
分
教
会
（
大
江
）

６
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

１
件

１
４
、
５
０
０
円

新
居
浜
支
部
３
件

７
、
０
０
０
円

今
治
支
部

５
件

７
、
０
０
０
円

松
山
北
支
部
２
件

２
、
０
０
０
円

松
山
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支
部
３
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１
４
、
０
０
０
円

松
山
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支
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３
件

１
１
、
０
０
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西
宇
和
支
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11
件

２
２
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
４
件

１
５
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
９
件

２
０
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お
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い
申
し
上
げ
ま
す
。
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５
１

高
速
バ
ス
専
用
携
帯
電
話

０
８
０

２
９
９
１

７
３
７
２

８
月
月
次
祭

添
乗
担
当
者

釣
井

政
輝

０
９
０

１
１
７
２

３
６
２
６

６
月
お
運
び
分

▽
任
命
願

小
冨
士
分
教
会
（
伊
野
）

津
口
秀
雄
氏
出
直
し
の
為
、

津
口
洋
明
氏
へ
変
更

【
法
人
関
係
諸
願
書
届
】

大
媛
分
教
会
（
大
江
）

６
月
10
日
現
在

宇
摩
支
部

１
件

１
４
、
５
０
０
円

新
居
浜
支
部
３
件

７
、
０
０
０
円

今
治
支
部

５
件

７
、
０
０
０
円

松
山
北
支
部
２
件

２
、
０
０
０
円

松
山
南
支
部
３
件

１
４
、
０
０
０
円

松
山
西
支
部
３
件

１
１
、
０
０
０
円

西
宇
和
支
部
11
件

２
２
、
０
０
０
円

東
宇
和
支
部
４
件

１
５
、
０
０
０
円

宇
和
島
支
部
９
件

２
０
、
０
０
０
円

立
教
百
六
十
五
年
十
一
月
よ
り
各
支

部
に
開
設
い
た
し
て
お
り
ま
す
一
れ
つ

会
寄
付
金
窓
口
で
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

方
の
ご
協
力
を
賜
り
、
件
数
も
大
幅
に

増
え
、
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
共
、
個
人
、
教
会
、
団
体
で
の

尚
一
層
の
お
心
寄
せ
の
程
、
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

一
れ
つ
会
寄
付
金
報
告

教

区

の

予

定

教

区

の

予

定

７
月１

日

松
山
南
支
部

例
会

青
年
会
委
員
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

女
子
青
年
例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
宇
和
島
支
部
）

16
～
17
日

少
ひ
隊
本
部
練
成
会

事
前
研
修
会

23
日

教
区
輸
送
会
議

８
月１

日

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
東
宇
和
支
部
）

23
日

教
区
輸
送
会
議

30
日

に
を
い
が
け
研
修
会

31
日

主
事
会
・
常
議
会

７
月１

日

松
山
南
支
部

例
会

青
年
会
委
員
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

女
子
青
年
例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
宇
和
島
支
部
）

16
～
17
日

少
ひ
隊
本
部
練
成
会

事
前
研
修
会

23
日

教
区
輸
送
会
議

８
月１

日

松
山
南
支
部

例
会

２
日

松
山
東
支
部

例
会

４
日

松
山
北
支
部

例
会

13
日

教
区
祭
（
東
宇
和
支
部
）

23
日

教
区
輸
送
会
議

30
日

に
を
い
が
け
研
修
会

31
日

主
事
会
・
常
議
会

教

区

一

れ

つ

会

よ

り

教

区

一

れ

つ

会

よ

り

天

理

直

行

高

速

バ

ス

天

理

直

行

高

速

バ

ス

諸

願

書

受

理

諸

願

書

受

理

愛媛教区 三年千日スローガン愛媛教区 三年千日スローガン

愛媛っ子 いつも心に ひながたを愛媛っ子 いつも心に ひながたを

年祭活動目標

・全支部で、「みおしえ学習会」を毎年１回開催する。

・各支部で「にをいがけ日」を設定し、毎月順番に支部内全教会を拠点に、

にをいがけ活動を行う。

年祭活動目標

・全支部で、「みおしえ学習会」を毎年１回開催する。

・各支部で「にをいがけ日」を設定し、毎月順番に支部内全教会を拠点に、

にをいがけ活動を行う。

次
号
は
、

８
月
・
９
月
合
併
号
で
、

８
月
末
に
発
行
し
ま
す
。

次
号
は
、

８
月
・
９
月
合
併
号
で
、

８
月
末
に
発
行
し
ま
す
。


